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HDD AV NAVI SYSTEM
取り付けと接続
お買上げいただきありがとうございます。

本機は、安全のための注意事項を守らないと、火災や
人身事故の原因となります。

この「取り付けと接続」および取扱説明書には、事故を防ぐため
の重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。この「取
り付けと接続」および取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安
全にお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる
ところに必ず保管してください。

販売店様へのお願い
本機の取り付け後、この「取り付けと接続」は、
必ずお客様へご返却ください。

NV-XYZ77
NV-XYZ55
NV-XYZ33
NVA-CS1（カーステーション）
 2004 Sony Corporation   Printed in Japan
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  安全のために

警告表示の意味
「取り付けと接続」および取扱説明書では、次のような表示をし
ています。
表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電な
どにより死亡や大けがなど人身事故の原因となり
ます。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他
の事故によりけがをしたり自動車に損害を与えた
りすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

正しく取り付ける
本機をご自分で取り付けるときは、「取り付けと接
続」の説明に従って、正しく取り付けてください。
なお、拡張ステーションの取り付けは専門知識が
必要です。正しい取り付けをしないと、火災や感
電の原因となります。

規定容量のヒューズを使う
ヒューズを交換するときは、ヒューズに記された
規定容量のアンペア数のものをお使いください。
規定容量を超えるヒューズを使うと、火災の原因
となります。

24V車に使用しない
本機は DC12Vマイナスアース車専用です。大型
トラックや寒冷地仕様のディーゼル車など、24V
車で使用すると火災などの原因となります。

前方の視界を妨げる場所に取り付けない
前方の視界の妨げになると、事故やけがの原因と
なります。

エアバッグシステムの動作の妨げになる場所
に取り付けない
動作の妨げになる場所に取り付けると、けがの原
因となります。

ヒューズ

ヒューズ

下記の注意を守らないと火災・感電により死亡
や大けがの原因となります。
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運転操作の妨げや車体の可動部の妨げになる
場所に取り付けない
事故や感電、火災の原因となります。
次のことをお守りください。
• ネジやシートレールなどの可動部にコード類をはさ
み込まない。

• コード類はまとめる。
• ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなど
が正しく操作できることを確認する。

雨、水がかかる場所、湿気、ほこりの多い場
所には取り付けない
上記のような場所に取り付けると、火災や感電の
原因となります。

車の性能を維持するための部品を使わない
車体のボルトやナットを利用するとき、次の部品
を使うと、制御不能による事故や火災の原因とな
ります。
• ステアリング系統
• ブレーキ系統
• タンク類など

取り付け、接続作業をするときには、イグニッ
ションスイッチをOFFにするか、キーを抜
いておく
イグニッションスイッチをONにしたまま作業
をすると、バッテリーあがりや、ショートにより
ヒューズ飛びや発煙などの原因となります。

タコ足配線はしない
二又ソケットなどを利用したタコ足配線から電源
を取ると配線が加熱し、火災や感電の原因となり
ます。

シガーライターソケットを点検・清掃する
シガーライターソケットの中に煙草の灰や異物が
入っていると、接触不良を起こし、シガープラグ
部分が熱くなります。シガープラグが発熱すると、
火災などの原因となります。

シガープラグに水などをかけない
水などがかかると火災や感電の原因となります。
万一、水などがかかったときは、すぐにプラグを
抜き、水分をきれいに取り除いてください。

シガープラグは確実に挿入する
奥まで確実に接続してください。挿入が不完全だ
と異常発熱して火災などの原因となります。また、
シガープラグを差し込むときや抜くときは、イグ
ニッションスイッチをOFFにしてください。

下記の注意を守らないと火災・感電により死亡
や大けがの原因となります。
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パイプ類、タンク、電気配線などを傷つけな
い
火災の原因となります。車体に穴を開けて取り付
けるときは、パイプ類、タンク、電気配線などの
位置を確認してください。

分解や改造をしない
火災や感電、事故の原因となります。
内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニー
サービス窓口にご依頼ください。

付属の部品で正しく取り付ける
他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、しっ
かり固定できないなどで、火災やけがの原因とな
ります。

本機の通風口をふさがない
通風口をふさいだ状態で動作させると、内部に熱
がこもり、火災の原因となります。

下記の注意を守らないと火災・感電により死亡
や大けがの原因となります。
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不安定な場所に取り付けない
振動の多いところや、天井などに取り付けると、
製品が動く、落ちるなどにより、事故やけがの原
因となることがあります。

リモコンはリモコンホルダー以外に置かない
リモコンがブレーキペダルの下などに落下して、
運転の妨げになり、事故やけがの原因となること
があります。

フィルムアンテナを前方の視界を妨げる場所
に取り付けない
前方の視界の妨げになると事故やけがの原因とな
ることがあります。「取り付けと接続」の説明に従っ
て正しい場所に取り付けてください。

下記の注意を守らないとけがをしたり自動車に損害を与
えたりすることがあります。
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取り付けに必要な部品を確認する
（すべての付属品を確認するには、別冊の「はじめにお読みください」をお読みください。）

本書は次の製品共通の「取り付けと接続」説明書です。
お客様がお買い上げいただいた商品に応じて、該当する付属品をご覧ください。
• HDD AVナビシステム NV-XYZ77 • カーステーション NVA-CS1
• HDD AVナビシステム NV-XYZ55 
• HDD AVナビシステム NV-XYZ33

HDD AVナビシステム NV-XYZ77
 XYZ（ジィーゼット）  カーステーション エアコン送風口スタンド  ホールドバンド
 本体      (A)×2 (B)×2
       

 アジャスター×2 アングル調整用  アングル調整用  圧着式コネクター
   スペーサー（左右用）×2  スペーサー（上下用）×2  ×3

        
 
 GPSアンテナ   クッション  GPSアンテナ取付板  FMトランスミッター 
   （GPSアンテナ用）    用アンテナ

 固定用テープ  オンダッシュスタンド  ネジ× 5*（オンダッシュ  クリーニングクロス
 （FMトランスミッター用）    スタンド固定用、予備 2個含む）
     
     

コードクランパー× 6 リモコン  リモコンホルダー  両面テープ（リモコン
       ホルダー用）
    

拡張ステーション  面ファスナー× 2  電源コード  接続コード
       

フィルムアンテナ（左右）   アンテナ入力ケーブル  TV/FMアンテナ
     （左右）  アンプユニット

 アーステープ  スキージ（へら）  アンテナ用  アンテナ用
     コードクランパー× 10  クリーニングクロス× 2

*  予備のネジは大切に保管してください。
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HDD AVナビシステム NV-XYZ33
 XYZ（ジィーゼット）  カーステーション エアコン送風口スタンド  ホールドバンド
 本体      (A)×2 (B)×2
       

 アジャスター×2 アングル調整用  アングル調整用  電源コード 
  スペーサー（左右用）×2  スペーサー（上下用）×2  

     

 圧着式コネクター  GPSアンテナ   クッション（GPSアンテナ用）  GPSアンテナ取付板 
        

 FMトランスミッター  固定用テープ  オンダッシュスタンド  ネジ× 5*（オンダッシュ
 用アンテナ  （FMトランスミッター用）    スタンド固定用、予備 2個含む）

        

 クリーニングクロス  コードクランパー× 6

 

HDD AVナビシステム NV-XYZ55
 XYZ（ジィーゼット）  カーステーション エアコン送風口スタンド  ホールドバンド
 本体      (A)×2 (B)×2
       

 アジャスター×2 アングル調整用  アングル調整用  電源コード
   スペーサー（左右用）×2  スペーサー（上下用）×2  

     

 圧着式コネクター  GPSアンテナ   クッション（GPSアンテナ用）  GPSアンテナ取付板 
        

 FMトランスミッター  固定用テープ  オンダッシュスタンド  ネジ× 5*（オンダッシュ
 用アンテナ  （FMトランスミッター用）    スタンド固定用、予備 2個含む）

        

 クリーニングクロス  コードクランパー リモコン  リモコンホルダー  両面テープ
   × 6      （リモコンホルダー用）

*  予備のネジは大切に保管してください。

*  予備のネジは大切に保管してください。
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カーステーション NVA-CS1
 カーステーション エアコン送風口スタンド  ホールドバンド  アジャスター×2
      (A)×2 (B)×2
       

アングル調整用  アングル調整用  電源コード  圧着式コネクター
 スペーサー（左右用）×2  スペーサー（上下用）×2     
      

 GPSアンテナ   クッション  GPSアンテナ取付板  FMトランスミッター 
   （GPSアンテナ用）    用アンテナ

 固定用テープ  オンダッシュスタンド  ネジ× 5*（オンダッシュ クリーニングクロス 
 （FMトランスミッター用）    スタンド固定用、予備 2個含む）
     

 コードクランパー× 6
       
       

*  予備のネジは大切に保管してください。
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FMトランスミッター用アンテナ *
本機の音楽やビデオの音声をカース
テレオのFMチューナーで受信して、
車内のスピーカーで聞くことができ
ます。

カーステーションと本体
エアコンの送風口または
ダッシュボードに取り付
けます。

リモコン

GPSアンテナ TV/FMアンテナア
ンプユニット **

TVアンテナ ** 拡張ステーション
電源コードは、車両電源、その
他必要な信号に接続します。

カーステーションと本体
エアコンの送風口または
ダッシュボードに取り付
けます。
電源コードは、シガレッ
トライターソケットに挿
入します。

GPSアンテナ

リモコン（NV-XYZ55のみ）

FMトランスミッター用アンテナ *
本機の音楽やビデオの音声をカース
テレオの FMチューナーで受信して、
車内のスピーカーで聞くことができ
ます。

システムの構成

HDD AVナビシステム NV-XYZ77、NV-XYZ55、NV-XYZ33のシステム構成は、次のとおりです。

NV-XYZ77
NV-XYZ55＋拡張ステーション NVA-TS1/TS2**（別売り）で、同じシステムになります。

* XYZ本体のスピーカーから出力されるのは、ナビゲーションのガイドや操作音のみです。テレビや音楽、DVD、ビデオな
ど、ナビゲーション以外の音声は、カーステレオの FMを利用して車のスピーカーで聞きます（FMトランスミッター機能）。
このアンテナは、ＦＭトランスミッター機能でナビゲーション以外の音声を FM電波で飛ばし、カーステレオで受信する
ための出力アンテナです。FMトランスミッター機能の設定方法や使用方法については、本体取扱説明書をご覧ください。
なお、オーディオ接続コード（別売り）を使用して、カーステーションまたは拡張ステーションとカーステレオの AUX-
INを接続する際には、FMトランスミッター用アンテナは使用しません。

** NVA-TS2にはテレビアンテナは付属していません。別売りの市販アンテナが必要です。

NV-XYZ55
NV-XYZ33（リモコン RM-X700は別売り）
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 カーステーションを取り付ける
カーステーションを取り付けるには、次の 2種類の方法があります。
• エアコン送風口スタンドで、エアコン送風口に取り付ける。
• オンダッシュスタンドで、ダッシュボードに取り付ける。

エアコン送風口に取り付ける場合

アジャスターを取り付ける
エアコン送風口スタンドに、
付属のアジャスターを取り付
けます。アジャスターは、エアコ
ンのサイズや形状に応じて、エア
コン送風口の外枠に当たるように
調節してください。

エアコン送風口スタンドの上下の
アジャスターは、それぞれ 3段階
に付け替えることができます。た
とえば、上側のアジャスターを一
番上、下側のアジャスターを一番
下の差し込み口に取り付けると、
取り付け幅が最も広くなります。

エアコン送風口スタンドの上下のアジャスターが接する部分は、付属
のクリーニングクロスで拭いてください。

エアコン送風口の向きが左右に傾いているときは
付属のアングル調整用スペーサー（左右用）を、エアコン送風口
スタンドとアジャスターの間にはめて、傾きを補正してください。

アングル調整用スペーサー
（左右用）

 ちょっと一言
アジャスターは、右図のように内向
きに取り付けるのが基本ですが、送
風口の形状やサイズによっては、上
下両方あるいは片方を逆向きに取り
付けることもできます。

※ダッシュボードのエアコン送風口を上からみた図
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エアコン送風口の向きが上下に傾いているときは
付属のアングル調整用スペーサー（上下用）を、エアコン送風口
スタンドと上下どちらかのアジャスターの間にはめて、傾きを調整し
てください。

ホールドバンドを取り付ける
エアコン送風口スタンドは、付属のホールドバンド Aまたは Bで
エアコン送風口に固定します。あらかじめエアコン送風口のフィンの
太さを確認して、使用するホールドバンドを決めてからエアコン送風
口スタンドに通してください。

アングル調整用スペーサー
（上下用）

ホールドバンド A
（通常）

ホールドバンド B
（フィンが太い場合や奥行き
が長い場合）

※ ダッシュボードのエアコン送風口
を横から見た図

フィン フィン
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取り付けの手順

1  エアコン送風口スタンドにホールドバンドを
通す

2  エアコン送風口スタンドの取り付け位置を決め、
ホールドバンドを送風口のフィンに差し込んで掛
ける

丸型のエアコン送風口に取り付けるには
ホールドバンドを下図のようにひねって掛けてください。

3  ホールドバンドの反対側を交互に引いて、エアコン
送風口スタンドを固定する

ギザギザのある側を上に
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4  ホールドバンドのはみ出した部分を、エアコン送風
口スタンド裏の溝に差し込む

5  カーステーションを垂直に取り付けられるよう
に、エアコン送風口スタンドの角度を調節する
つまみを左に回すと手前に倒れます。
角度を戻すには、右に回します。

6 カーステーション背面のみぞにエアコン送風口ス
タンドの凸部を差し込み、固定ネジを締める
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ホールドバンド A をはずすには
下図のように一度押し込んでから下に引き下げて、ホールドバンドを
はずします。

エアコン送風口スタンドをはずすには
裏に回したホールドバンドを引き出したあと、左右のリリースボタン
を押し込みながら、エアコン送風口スタンドを引き出します。
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ダッシュボードに取り付ける場合
取り付け時のご注意
オンダッシュスタンドは、正しい位置に確実に取り付けてくださ
い。
取り付ける前に、必ず下記事項の確認を行ってください。

ダッシュボードのなるべく高い位置に取り付けてください。
注意点：• 前方の視野を妨げない
 • 運転中の視野移動を少なく
 • 極端に目線が下がらない

運転者から見て、ボンネットの先端よりもモニターが上に出ない位置
に取り付けます。

カーステーションの底面がダッシュボードに接触するように取り付け
てください。
ダッシュボードが曲面の場合 ダッシュボードが平面の場合
底面をダッシュボードの曲面に 底面をダッシュボードの平面に
あてて固定する。 あてて固定する。

不安定な取り付けは絶対にお避けください。
走行中に外れる恐れがあります。

 ご注意

• 助手席用エアバッグシステムの動
作やハザードスイッチなどを妨げ
ないように、スピードメーターを
隠してしまわないように取り付け
てください。

• 不安定な取り付けは絶対にお避け
ください。走行中に外れる恐れが
あります。

• 極端に低温または高温になる場所
や、直射日光が当たる場所を避け
てください。キャビネットの変形
や液晶パネルの故障の原因になり
ます。

本体

ダッシュボード
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取り付けの手順

1  ダッシュボードの形状に合わせて、オンダッシュス
タンドを曲げる 

2  クリーニングクロスで取り付け面の汚れを取る

3  両面テープのはくり紙をはがし、貼り付ける

4  ネジ（オンダッシュスタンド固定用）で固定する

取り付けた状態でネジの先端がダッシュボード内部の配線など
に当たっていないことを確認してください。

5  カーステーション背面のみぞにオンダッシュスタ
ンドのネジを差し込み、高さを決める

6  レバーをゆるめて角度を調節する
 

調節後はレバーをしっかり締めて固定します。

 ご注意

• 曲げすぎてオンダッシュスタン
ドが浮かないようにご注意くださ
い。

•  取り付け面の表面温度が低いと
両面テープの接着力が弱くなるの
で、ヘアドライヤーなどで温めて
から貼り付けてください。また、
オンダッシュスタンド貼り付け後
24時間以上経ってからカーステー
ションと本体の取り付けを行って
ください。

• 取り付けたあとに両面テープをは
がすと、接着力が弱くなります。
充分に位置を決めてから確実に取
り付けてください。

• 取りはずすときは、取り付け面を
温めてからゆっくりはがしてくだ
さい。

 ちょっと一言
車の振動によるぐらつきを防止する
ため、カーステーションの底面がダッ
シュボードにあたるように高さを調
節してください。調節後はネジを締
めて固定します。

オンダッシュスタンド

取り付け面へ

ネジ

レバー

ネジ

ネジ
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 カーステーションを接続する

NV-XYZ55/NV-XYZ33の場合は
GPSアンテナ、電源コード、FMトランスミッター用アンテナを接続します。
NV-XYZ77の場合は
GPSアンテナ、接続コード、FMトランスミッター用アンテナを接続し、電源コードは拡張ステー
ションに接続します。電源コードと接続コードの接続については、「拡張ステーションを使う」（24
ページ）をご覧ください。

GPSアンテナ

電源コード

パーキングブレーキコード（若草色）

シガーライター
ソケットへ

FMトランスミッター用アンテナ

（NV-XYZ55/
NV-XYZ33のみ）

NV-XYZ55/NV-XYZ33の接続
（NV-XYZ77の接続については、25ページをご覧ください。）

FMトランスミッターを使うには
FMトランスミッターを使用する場合、FMトランスミッター用アン
テナの先は、どの端子にも接続しません。すべての取り付けと接続が
終了してから、下記を行ってください。

1  XYZ本体の電源を入れ、本体の FMトランスミッ
ターを設定する
本体の取扱説明書をご覧ください。

2  XYZ本体で再生した音楽をラジオで聞きながら、
カーステーションに接続した FMトランスミッター
用アンテナを動かし、受信感度の良い場所を選ぶ

3  付属の固定用テープを適当な長さに切り、コード
を固定する

 ご注意
• FMトランスミッター用アンテナ
は、車の運転操作の妨げにならな
い位置に固定してください。

• FMトランスミッター用アンテナ
は、TVアンテナや TVアンテナ
コードに近い場所に伸ばすとノイ
ズの原因になることがあるため、
できるだけ離れた場所へ伸ばして
ください。

ACC

GND

コネクターの着脱のしかた

確実に差し込み、はずすときはこ
の部分を押しながら引っ張る。

カチッと音がするまで確実に差し
込み、はずすときはこの部分を押
しながら引っ張る。

固定用テープ

カバーのはずしかた
カバーの△印部分を押して、下図
の方向にはずします。

I/O端子 *

* 拡張ステーションを使用しない場合は、I/O端子には何も接続しません。
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パーキングブレーキコードの接続
圧着式コネクターを使用して電源コード側のパーキングブレーキコー
ドを車両側のパーキングブレーキスイッチコードに接続します。

パーキングブレーキスイッチコードの位置について
パーキングブレーキスイッチコードの位置は車両によって異なりま
す。
下図は代表的な例ですが、詳しくはお買い上げ店にご相談ください。
パーキングブレーキがフットブレーキの場合

パーキングブレーキがハンドブレーキの場合

圧着式コネクター

車両側のパーキングブレーキ
スイッチコード

電源コード側のパーキ
ングブレーキコード

 ご注意
車両側の各コードが細い場合、接触
が不充分になることがあります。

パーキングブレーキスイッチコード

パーキングブレーキスイッチコード

オーディオコード（別売り）の接続
FMトランスミッター用端子は、外部出力端子をかねています。より
クリアな音で音楽を楽しむために、お手持ちのカーステレオに外部入
力端子（AUX-IN）がある場合は、付属の FMトランスミッター用ア
ンテナを使用せず、別売りのオーディオコード（ステレオミニプラグ
ピンコードなど *）を使用することをおすすめします。
* お手持ちのカーステレオの取扱説明書で、外部入力端子の形状を確認してください。

 ちょっと一言

パーキングブレーキスイッチコード
の位置は、取り付ける車両によって
異なりますので、「ソニー FAXイ
ンフォメーションサービス」または
SonyDrive（裏表紙参照）をご利用
になるか、お買い上げ店にご相談く
ださい。

オーディオ接続コード（別売り）

 ご注意
• FMトランスミッター用端子は、
ヘッドホン出力端子としては使用
できません。

• オーディオ接続コードを使用した
場合には、送信電波が弱くなるた
め、本機の音楽やビデオの音声を、
カーステレオの FMチューナーで
受信することはできません。
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 GPSアンテナを取り付ける

車外に取り付ける場合
GPSアンテナは、磁石（内蔵）で取り付けます。GPS衛星の電
波が車のボディなどで遮られない場所（車外のルーフやトランクリッ
ドなど）に、水平に取り付けてください。

1  トランクリッドなどの上に取り付ける
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

2  トランクリッドの裏側にクッションを取り付ける
雨水がコードを伝わって車内に浸入しないように、トランクリッ
ドを閉めたときに、ゴムパッキングの上にクッションが当たる
ように取り付けてください。

トランクリッド

リアトレイダッシュボード

 ご注意

• 取り付けるときは、車のボディを
傷付けないように静かにおいてく
ださい。

• コードを車外でたるませたままに
しないでください。

• コードを固定するときは、必要に
応じて付属のコードクランパー
をご使用ください。

• 取りはずすときにコードを引っ張
らないでください。磁石が強力な
ため、コードが抜けることがあり
ます。

• 自動洗車機で洗車するときは、
GPSアンテナを外してください。
GPSアンテナが外れて車のボディ
を傷付けることがあります。

• GPSアンテナケーブルは、GPS
の信号とGPSアンテナへの直流
電源が通っています。配線にあ
たっては、車体可動部へのかみ込
みにご注意ください。ケーブルを
破損すると、GPSアンテナおよ
び本体の故障の原因となります。

アルミや FRPボディの車に取り
付ける場合
アルミや FRPボディの車には磁石で
取り付けられませんので、車内に取
り付けてください。

GPSアンテナの塗装について
GPSアンテナは車のボディーカ
ラーに合わせて塗装できますが、金
属粉が含まれる塗料（メタリック系
の塗装など）は、受信感度の低下や
受信不能の原因になるため使用しな
いでください。また塗装するときに
GPSアンテナを分解しないでくださ
い。  

車内に取り付ける場合
ダッシュボードやリアトレイに取り付けます。平らな位置に、GPS
アンテナが水平になるように取り付けてください。
必ずGPSアンテナ取付板を使用して取り付けてください。使用し
ないと、充分な受信感度が得られません。
助手席エアバッグの妨げにならないように取り付けてください。
本体に近づけて設置すると、GPSの受信状態が不安定になることが
あります。
VICS対応ビーコンユニット NVA-VB4/VB5（別売り）をお使いにな
る場合は、ビーコンアンテナとGPSアンテナを離して設置してくだ
さい。

 ご注意

• GPS衛星からの電波を遮るもの
がない場所を選び、できるだけ広
く電波が受けられるように取り付
けてください。車内に適する場所
がない場合は、車外に取り付けて
ください。

• 一部のウィンドウガラス（フロン
ト、リアとも）には、GPS衛星の
電波を通さないものがあります。
GPSアンテナを車内に取り付け
るときは、あらかじめ取り付け位
置でGPSアンテナの受信を確認
してから完全に取り付けてくださ
い。

トランクリッド

ゴムパッキング

クッション
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GPSアンテナを取り付ける

1  GPSアンテナ取付板の中央にGPSアンテナ
を載せ、裏面のはくり紙をはがして取り付け面へ固
定する

 

両面テープで貼り付ける前に、車内のインテリアやワイパーブ
レードの陰に隠れないよう、正しく受信できることを確認して
ください。

GPSアンテナ

GPSアンテナ取付板

GPSアンテナ取付板の中央に
GPSアンテナを乗せます。

取り付け面へ

 ご注意

• ダッシュボードやリアトレイな
ど、なるべく水平な場所に取り付
けてください。

• 水平な場所に取り付けられない場
合は、取り付け面の曲面に合わせ
てGPSアンテナ取付板を折り曲
げてから取り付けてください。

• 取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。

• 取り付け面の表面温度が低いと
両面テープの接着力が弱くなるの
で、ヘアードライヤーなどで温め
てから貼り付けてください。
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 リモコンを取り付ける

1  両面テープで、リモコンと受光部が向き合う
ように取り付ける
• シフトレバーの脇などの操作しやすい場所に固定してくださ
い。

• 両面テープを取り付ける前に、リモコン操作が正しくできる
ことを確認してください。

リモコン

 ご注意

• 次のような場所への取り付けは避
けてください。
― シフトレバーやサイドブレー
キなどの操作の妨げになる所

― 運転席、助手席のシートの前
後、上下など可動部の妨げにな
る所

― ダッシュボードの上やハンド
ルの上など、直射日光の熱に
よって変形するおそれのある
所

• 取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。

受光部へ

取り付け面へ

両面テープ

リモコンホルダー
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拡張ステーションを取り付ける
精度よく自車位置を読み取るために、必ず水平 5度以内に、しっかり
と取り付けてください。

  面ファスナーを必要な分だけ切り、カーペットな

どに取り付ける

 拡張ステーションを使う

拡張ステーションを使用すると、次のような操作が可能になります。
• テレビ放送や FM VICS情報を受信する
• 別売りのビーコンユニットやバックカメラを接続する
• 車速パルスと自律センサーによって、GPSアンテナで受信できない場所でも自車位置を表示する

拡張ステーション

 ご注意

• 取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。

• 次のような場所への取り付けは避
けてください。
― 高温になる所
― 直射日光が当たる場所、ヒー
ターの熱風を直接受ける場所
など、温度が極端に高い所

• 面ファスナーは、底面の銘板を避
けて貼ってください。

拡張ステーションを接続する
「車両側と接続する（接続全体図）」（26ページ）もあわせてご覧くだ
さい。

* 黒のアンテナコード 1～ 4は、どのアンテナ端子に接続しても構いません。

TV/FMアンテナ
アンプユニット

面ファスナー面ファスナー

取り付け面へ

拡張ステーション

接続コード
（カーステーションへ）

電源コード

 ご注意

拡張ステーションに電源コード
を接続した場合（NV-XYZ77およ
び別売り拡張ステーション NVA-
TS1/TS2使用時）、本体の電源も接
続コードから供給されるため、本体
用電源コードの接続は不要です。

コネクターの着脱のしかた
カチッと音がするまで確実に差し
込み、はずすときはこの部分を押
しながら引っ張る。

カチッと音がするまで確実に差し
込み、はずすときはこの部分を押
しながら引っ張る。

白

黒 *

アンテナ入力
ケーブル へ
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車両側と接続する
• 車のバッテリー（常時）電源、ACC（アクセサリー）電源から電源をとります。
• 車の車速センサーコードやバックランプの電源コードと接続します。自律航法機能や、バックカメラ（別
売り）接続時のバックカメラの自動切換機能をお使いいただけます。

電源コード

接続コード

カーステー
ションの I/O
端子へ

TV/FMアンテナアンプ
ユニット

アンテナ入力ケーブル

フィルムアンテナ

黄（2.5m）

赤（2.5m）

黒（2.5m）

若草色（2.5m）

紫 /白（5.5m）

桃色（2.5m）

ヒューズ

ヒューズ

車体の金属部へ

アクセサリー（ACC）電源へ

（白）

（黒）

アクセサリー（ACC）電源へ

バッテリー（BATT）電源へ

車体の金属部へ

車体用パーキングブレーキスイッチコード **

バックランプの電源コード（+12V）**

車速センサーコード **/***

圧着式コネクター *

圧着式コネクター *

圧着式コネクター *

ACC

BATT

赤
ヒューズ

黒

GND

* 保護素子がある場合は、圧着式コネクターは保護素子よりコード先端側で使用してください。本体側に接続すると故障の
原因になり、正しく動作しないことがあります。圧着式コネクターの使いかたは、26ページをご覧ください。

** パーキングブレーキスイッチコード、バックランプの電源コード、車速センサーコードの位置は車種により異なります。
接続の位置や接続方法について、詳しくは 26ページと「ソニー FAXインフォメーションサービス」または SonyDrive（裏
表紙に記載）をご覧ください。

*** 本機はデジタルパルス入力を想定しています。アナログパルスを発生する車に接続するには、別売りの車速パルス発生器
XA-200Sを取り付けてください。（車種やタイヤによっては取り付けられない場合があります。詳しくは、お買い上げの
販売店にご相談ください。）

アクセサリーポジション
のない車に本機を取り付
ける場合のご注意
赤色コードを黄色コー
ドと同じ車両側のバッテ
リー電源へ接続してくだ
さい。アクセサリーポジ
ションのない車に本機を
取り付けた場合、エンジン
を切った際には必ず XYZ
本体の POWERボタンを
長押しして電源を切って
ください。（POWERボタ
ンを短く押しただけでは
電源が切れないため、バッ
テリーあがりの原因とな
ります。）

 ご注意
• パーキングブレーキスイッチコードへの接続は安全のために必ず行ってください。パーキングブレーキスイッチコードは、
車が走行中か停車中かを検知するために接続します。本機は安全のため、走行中にはテレビやビデオなどの動画表示は行
わず、簡単な操作のみが行えるようになっています。パーキングブレーキスイッチコードを接続しないと、本機は停車中
でも常時走行中と認識し、動画表示時には音声のみとなり、安全のためのメッセージを表示します。また、各種設定、登
録など詳細な操作ができなくなります。

• 接続コード、電源コードなどの各コードは、できるだけ離して取り付け、設置してください。接近した状態で設置すると、
テレビ画面が乱れることがあります。

保護素子

保護素子
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コネクターの着脱のしかた

確実に差し込み、はずすときはこ
の部分を押しながら引っ張る。

カチッと音がするまで確実に差し
込み、はずすときはこの部分を押
しながら引っ張る。

カチッと音がするまで確実に差し
込み、はずすときはこの部分を押
しながら引っ張る。

カチッと音がするまで確実に差し
込み、はずすときはこの部分を押
しながら引っ張る。

カチッと音がするまで確実に差し
込み、はずすときはこの部分を押
しながら引っ張る。

各コードについて

本機の接続コードの色は、JEITAコードカラーに準拠しています。

* JEITAは、（社）電子情報技術産業協会の略称です。

電源コードの色（XYZ本体側） 接続先（車両側）
桃色（車速信号入力）コード 車速センサーコード
紫／白色（バック信号入力）コード バックランプの電源コード
若草色（パーキングブレーキ）コード パーキングブレーキスイッチコード

圧着式コネクターの使いかた

パーキングブレーキスイッチコードの位置について
パーキングブレーキスイッチコードの位置は車両によって異なります。
下図は代表的な例ですが、詳しくはお買い上げ店にご相談ください。
パーキングブレーキがフットブレーキの場合

パーキングブレーキがハンドブレーキの場合

 ちょっと一言
車の車速センサーコード、バックランプの電源コードとの接続には、次の役割があ
りますので、内容をご確認の上、必要とお好みに応じて接続するかどうかを決めて
ください。
• 車速センサーコードと接続すると、自律航法機能 *が使用できます。
 車速センサーコードと接続した場合は、必ずバックランプの電源コードとの接続
も行ってください。接続しないと、バック時に自車位置表示がずれてしまいます。

• バックランプの電源コードと接続すると、バックカメラ（別売り）接続時に、バッ
クカメラの自動切換機能 **を使用できます。また、車速センサーコードと接続
をした際には、車が後方向に進んでいることを検知します。　

　
* 自律航法機能：トンネル内やビルの谷間などでGPSが受信できない時にも、自
車位置を表示します。

** バックカメラの自動切換機能：シフトレバーをバックに入れると、バックカメラ
の画面に自動切換します。この機能を使うには、事前にメニュー設定が必要です。
詳しくは本体取扱説明書をご覧ください。

 ご注意

必ず接続先の機器に付属の取扱説明書もあわせてご覧ください。

圧着式コネクター

車両側の各コード（上記表参照）

本体側のコード（上記表参照）

パーキングブレーキスイッチコード

パーキングブレーキスイッチコード

 ちょっと一言

右表にある車両側の各コードの位置
は、取り付ける車両によって異なり
ますので、「ソニー FAXインフォメー
ションサービス」または SonyDrive
（裏表紙参照）をご利用になるか、お
買い上げ店にご相談ください。
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リアモニター（別売り）

周辺機器を接続する

バックカメラ
XA-700C
（別売り）

ビーコンユニット
NVA-VB4/VB5
（別売り）

RCAピンコード（別売り）

DVDプレーヤーなど
の音声 /映像出力へ

RCAピンコード（別売り）

RCAピンコード（別売り）
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 TVアンテナを取り付ける

フィルムアンテナを車両に取り付け、拡張ステーションに接続します。
接続については、「車両側と接続する」（25ページ）もあわせてご覧ください。

取り付ける前に
• 車種によっては、取り付けられない場合があります。下記のような場合には、別売りの外付けアンテ
ナをご利用ください。詳しくは、販売店にご相談ください。
― 電波を通さないガラス（熱線反射ガラス、断熱ガラス、電波不透過ガラスなど）を使用した車両で
は、受信感度が著しく低下します。

― フロントピラーにエアバックを搭載している車両には、取り付けられません。
• フロントウィンドウの指定位置に指定寸法内で取り付けてください。
― 「貼り付け許容範囲について」（次ページ）をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。道路
運送車両の保全基準に適合させるため、貼り付け許容範囲からはみ出さないように貼り付けてくだ
さい。

― フロントガラスに FM/AMラジオアンテナが内蔵されている場合は、干渉を避けるため、アンテ
ナが重ならないように貼り付けてください。

― 付属のフィルムアンテナはフロントウィンドウ専用です。リアウィンドウなど他の場所に取り付け
ると、受信感度が著しく低下します。

― 取り付け手順の中で、アースを取るために、フロントピラーの内張りをはずす必要があります。お
客様自身が取り付けをされる際に、フロントピラーの内張りの取りはずし作業が困難な場合は、車
のお買い上げ店やディーラーにお問い合わせください。（作業工費はお客様にご負担いただく場合
があります。）

フィルムアンテナ取り付けの流れ
取り付けの手順は次のとおりです。
1 フィルムアンテナの貼り付け位置やケーブルの引き回しなどを検討する。
2 フィルムアンテナの貼り付け位置を確認する。
3 フロントウィンドウ両端のフロントピラー（内張り）を取りはずす。
4 フィルムアンテナをフロントガラスに貼り付ける。
5 フィルムアンテナが完全に乾いていることを確認してから、アンテナ入力ケーブルをフィルムアンテ
ナに取り付ける。

6 アンテナ入力ケーブルを車に配線する。
7 TV/FMアンテナアンプユニットを取り付ける。
8 フロントピラー（内張り）を元に戻す。
9 コードを処理する。

準備するもの
次のものを準備してください。
• 工具（プラスドライバーなど）
• セロハンテープ
• はさみ
• 霧吹き（水 500cc、中性洗剤を 1～ 2滴入れておく）
• ペーパータオル
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貼り付け位置について
• フィルムアンテナは、検査標章や定期点検ステッカーと重ならない
ように貼り付けてください。（目安としては、フロントウィンドウ
の端から 120mm程度離した位置です。）

• フィルムアンテナは、フロントウィンドウの車内側に貼り付けてく
ださい。それ以外の場所には貼り付けないでください。

• 道路運送車輌の保安基準第 29条第 4項第 7号に適合させるため、
また、性能を充分に発揮させるために、必ず下図の位置に貼り付け
てください。

• 左ハンドル車の場合も、左右逆には貼り付けず、下図のとおりに貼
り付けてください。

貼り付け許容範囲について
フィルムアンテナの給電部は、セラミックライン（フロントウィ
ンドウ端の黒セラ部分や黒い点々部分）下端から 25mm以内
（貼り付け許容範囲）に貼り付けてください。

セラミックライン

貼り付け
許容範囲

フィルムアンテナ（左）給電部
セラミックラインにかからないよ
うに貼り付ける。

120mm程度 120mm程度

定期点検ステッカー

検査標章

1  フィルムアンテナの貼り付け位置やケーブルの引き
回しなどを検討する
取り付け完成例

フィルムアンテナ
（左）

フィルムアンテナ
（右）

フロントピラー

アンテナ
入力ケー
ブル（左）

フロントピラー

アンテナ
入力ケー
ブル（右）

本体

保護シート（白）

TV/FMアンテナ
アンプユニット

 ご注意
ケーブルとフィルムアンテナを仮止
めし、ケーブルの引き回しなどを充
分に検討してから作業を開始してく
ださい。

保護シート（青）
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2  フィルムアンテナの貼り付け位置を確認する
1 フィルムアンテナの給電部をセラミックラインの下端に合わ
せ、セロハンテープなどで仮止めする。

 ここではフィルムアンテナのはくり紙をはがさないでくださ
い。下図は車内側から見た左側の例です。右側も同様に貼り
付けます。

2 フィルムアンテナの左右位置を、セロハンテープなどでマー
キングする。

3  フロントウィンドウ両端のフロントピラー（内張り）
を取りはずす

（上図は、ワンボックスや RVタイプなど、フロントピラー部に
ハンドルが装着されている車の取りはずし例です。）

120mm程度

フロントピラー

 ご注意

• フロントピラーの内張りはクリッ
プやネジなどで固定されており、
無理にはずすと、破損したり変形
したりすることがあります。

• お客様自身が取り付けをされる際
に、フロントピラーの内張りの取
りはずし作業が困難な場合は、車
のお買い上げ店やディーラーにお
問い合わせください。（作業工費は
お客様にご負担いただく場合があ
ります。）

給電部

フィルムアン
テナの上端部
をこのライン
に合わせる 仮止め（セロハンテープなど）

定期点検ステッカー

セラミックライン

マーキング（セロハンテープなど）

 ご注意
フィルムアンテナを一度取り付ける
と、粘着力が弱くなるため、貼り直
しできません。必ずケーブルとフィ
ルムアンテナを仮止めし、ケーブル
の引き回しなどを充分に検討してか
ら貼り付けてください。
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4  フィルムアンテナをフロントガラスに貼り付ける
1 中性洗剤の水溶液を、霧吹きなどでフロントウィンドウ（車
内側）に、充分に吹き付ける。

 水 500ccに対して中性洗剤 1～ 2滴が適量です。（水だけ
ではうまく微調整できません。）

2 フィルムアンテナの貼り付け面側の透明シートをはがし、貼
り付け面に中性洗剤の水溶液を充分に吹き付ける。
• はくり用タグを持ち、ゆっくり
とはがしてください。

• 反対面（車内側）の給電部保護
シートは、まだはがさないでく
ださい。手順 4ではがします。

• フィルムアンテナの貼り付け面
に、指紋やほこりなどが付かな
いように注意してください。

3 フィルムアンテナを貼り付ける。

霧吹き

貼り付ける前に
• 付属のアンテナ用クリーニングク
ロス で、取り付け面の油やワッ
クス、ほこりなどを拭きとってお
いてください。

• 仮止めしたフィルムアンテナを取
りはずしてから、貼り付けてくだ
さい。

• ダッシュボードを水や洗剤で汚
さないように、布やシートなどで
覆ってください。

• フロントウィンドウの汚れ（ごみ、
油など）やくもり止めを拭き取っ
てから作業してください。

貼り付け時のご注意
• フィルムアンテナの形状は左右で
異なります。手順の図のとおり貼
り付けてください。

• 上下位置はセラミックラインの下
端に合わせ、左右位置はマーキン
グ（セロハンテープなど）に合わ
せて貼り付けてください。

• 作業中にフロントウィンドウを乾
かさないように、中性洗剤の水溶
液を吹き付けながら作業してくだ
さい。

• フロントウィンドウが濡れている
うちに、貼り付けたフィルムアン
テナをずらして、位置を微調整し
てください。

• 位置が決まったら、マーキングを
はがしてください。

マーキング（セロハン
テープなど）

はくり用タグ

フィルムアンテナ上端部
をこのラインに合わせる

マーキング
（セロハン
テープなど）
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4 付属のスキージ（へら） でフィルムアンテナをしっかり密
着させる。
• フィルムアンテナが動かないように押さえながら作業して
ください。

• フィルムアンテナの中央部分から先に作業すると、きれい
に貼り付けることができます。

• アンテナにそって、気泡が入らないようにしっかり密着さ
せてください。

• あまり強くこすらないでください。

5 ペーパータオルなどで中性洗剤の水溶液を拭き取り、充分に
乾燥させる。

 3～ 4時間放置することをおすすめします。
 ドライヤーなどで無理に乾かさないでください。フィルムア
ンテナの破損の原因となります。

5  フィルムアンテナが完全に乾いていることを確認し
てから、アンテナ入力ケーブルをフィルムアンテナ
に取り付ける
1 フィルムアンテナの給電部保護
シートをはがす。

2 アンテナ入力ケーブルの給電端子 を、フィルムアンテナの
給電部に取り付ける。
• 左右のケーブルを間違えずに貼り付けてください。

• アース端子付近をセロハンテープで仮止めしておくと、作
業がしやすくなります。

      

 ご注意

乾く前に作業を始めると、フィルムア
ンテナがはがれやすくなります。

保護シート

スキージ
（へら）

給電部 給電部

はくり紙をはがす

仮止め（セロハンテープなど）

はくり紙をはがす

仮止め（セロハンテープなど）

保護シートの色で左右が区別でき
ます
保護シートの色は、車内から見て右
側が青、左が白です。左右を間違え
ないように貼り付けてください。

アンテナプラグ

アース端子

給電端子

アンテナプラグ
VICS表示

アース端子

VICS表示
給電端子

アンテナ入力
ケーブル（右）アンテナ入力

ケーブル（左）

左側 右側

アンテナケーブルは、VICS表示
で左右が区別できます
VICS表示があるのが右側用です。

給電部 給電部
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給電部への取り付けかた
アンテナケーブルの給電端子の突起部を、フィルムアンテナ
の▲印に合わせて貼り付けます。（下記はアンテナ入力ケーブル
の給電端子と、フィルムアンテナの給電部を拡大したものです。）

3 アンテナ入力ケーブル をルーフヘッドライニング（天井の
内張り）内に配線する。

6  アンテナ入力ケーブル を車に配線する
1 ボディーにアーステープ を貼り付ける。
 アンテナ入力ケーブルのアース端子が届く範囲内で、車の板
金部の平らな部分にアーステープを貼り付けてください。

2 アーステープ の上に、アース端子を貼り付ける。
 アース端子のはくり紙をはがし、アーステープに全体を貼り
付けてください。アーステープからはみ出したり、貼り付い
ていない部分がないことを確認してください。

給電端子
（金属部）

合わせ位置
（▲印）

合わせ位置
（突起部）

ルーフヘッドライニング

アース端子（はくり紙
をはがす）

 ご注意

• 貼り付け面の汚れは、よく拭き
取ってください。

• アーステープは、必ず車両の平ら
な金属部分に全体を貼り付けてく
ださい。平面でない部分や、クリッ
プ穴部、ネジ穴部などには貼り付
けないでください。また、ボディー
の塗装をはがさないでください。

 ご注意

• ルーフヘッドライニングの端の部
分を少し下げ、ケーブルをルーフ
ヘッドライニング内に収めてくだ
さい。

• ルーフヘッドライニングに無理な
力を加えて、折り曲がらないよう
に注意してください。

• 給電部に負担をかけないよう、給
電部を手で押さえながら作業して
ください。

• アンテナ入力ケーブルを強く引っ
張ったり、ストレスやかみ込みが
ないように、コードを配線してく
ださい。

アーステープ （はくり紙をはがす）

給電部

アンテナケーブル
給電端子

フィルムアンテナ
給電部
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3 付属のアンテナ用コードクランパー でケーブルを固定しな
がら、アンテナ入力ケーブルを配線する。

 フロントピラーを取り付けたときにコードがかみ込まれない
位置に配線してください。

7  TV/FMアンテナアンプユニット を取り付ける
1 TV/FMアンテナアンプユニットを車両に取り付ける。
 ケーブルが拡張ユニットに届く範囲内で、助手席足元の脇の
フロア部分などに取り付けてください。（貼り付け面の汚れ
はよく拭き取ってください。）

アンテナ入力ケーブル
（左）

アンテナ入力ケーブル（右）

アンテナ用
コード
クランパー

 重要なご注意
コード類は運転操作の妨げにならな
いようテープなどでまとめてくださ
い。ステアリングやシフトレバー、
ブレーキペダルなどに巻き付かない
ようにしてください。

TV/FMアンテナアンプ
ユニット 重要なご注意

TV/FMアンテナアンプユニットがブ
レーキペダルの下に挟まるとたいへ
ん危険です。必ず助手席側に取り付
けてください。

はくり紙をはがす

フロアマットを
めくる

アンテナ用
コードクラン
パー アンテナ用コードクランパー

重要なご注意！
ペダル付近には配線しない
でください。

TV/FM アン
テナアンプユ
ニット
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2 TV/FMアンテナアンプユニットから出ているアースコード
を、ボディーアースの取れる車両金属部に固定する。

3 アンテナ入力ケーブルを、表示（1、2、3、TV/FM-VICS）
にあわせて TV/FMアンテナアンプユニットに接続する。

4 TV/FMアンテナユニットを拡張ステーションと接続する。

• TV/FMアンテナアンプユニット のアンテナ端子（L型）を、
拡張ステーションに接続する。

 FM/VICS用端子は拡張ステーションの FM/VICS端子に接
続してください。TVアンテナ用の 4本の端子は、どのアン
テナ入力に差し込んでも構いません。

5 アクセサリー電源端子を、車両側のアクセサリー（ACC）電
源に接続する。
• 拡張ステーションからのアクセサリー（ACC）電源コード
は、予備端子に接続してください。

• 直接バッテリーには接続しないでください。

8  フロントピラー（内張り）を元に戻す

9  コードを処理する

アース端子

予備端子

アクセサリー（ACC）電源端子

アンテナ端子

拡張ステーション

フロント
ピラー

フロント
ピラー

GPSアンテナ

XYZ
本体

アンテナ
入力ケーブル
（右）

TV/FM アンテナ
アンプユニット

 ご注意

TV/FM-VICSのタグの付いたアン
テナ入力ケーブルは、必ず TV/FM
アンテナアンプユニットの TV/FM 
-VICS端子に接続してください。違
う端子に接続すると、FM VICSの
の受信がしづらくなります。

フィルムアンテナ
（左）

フィルムアンテナ
（右）

アンテナ
入力ケーブル
（左）

アンテナ用コード
クランパー
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XYZ本体を取りはずすには
EJECTレバーの先端を手前に立て、
本体を支えながら EJECTレバーを
左にずらして取りはずします。
取りはずしたら、EJECTレバーの
先端は右へ倒してください。

EJECTレバー

コネクター

XYZ本体底部のコネクター端子をカース
テーションのコネクターに「カチッ」と音
がするまで差し込む。

コネクター端子

本体底面

カーステーションの凸部が XYZ本体背
面の凹部に収まるように、本体を矢印の
方向へずらす。

XYZ本体（上面）

凹部

カーステーション
（上面）

凸部

1  XYZ本体を取り付ける

 XYZ本体を取り付け、起動させる

取り付けと接続が終わったら、XYZ本体をカーステーションに取り付け、車のエンジンをかけて本体を
起動させます。
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POWERボタン

 ご注意

拡張ステーションが接続された 6台
目以降の車に XYZ本体を接続する
と、接続した時期の古い車の情報か
ら順に上書きされていきます。

 ちょっと一言
XYZ本体は、拡張ステーションが接
続された 5台までの車の車種と、そ
の自律航法の学習値を XYZ本体に記
憶し、XYZ本体を車から車へ乗せ換
えた際には自動的にそれらを切り替
えます。なお、車種については事前
に設定が必要です。設定方法につい
て詳しくは、本体取扱説明書をご覧
ください。

リセットボタン

2  車のエンジンをかけて起動させる
1 エンジンをかける。
2 ブレーキランプ、ライト、ホーン、ウィンカーなど、すべて
の電装品が正しく動作することを確認する。

3 本体をカーステーションに取り付け、POWERボタンを押し
て電源を入れる。

 なお、NV-XYZ77および別売りの拡張ステーションを初め
て接続したときには、XYZ本体のリセットボタンをつまよう
じの先などで押して、リセットしてください。

 また、NV-XYZ77および別売りの拡張ステーション接続時
には、以下の場合リセットは不要ですが、下記の手順で自律
航法の学習値を初期化してください。
－ XYZ本体を拡張ステーションごと別の車に載せ替えたと
き

－タイヤ交換をしたとき

＜自律航法の学習値初期化の手順＞
APPLIボタン→「ナビゲーション」→MENUボタン→「ナ
ビの設定をする」→「車種を設定する」→「自律航法の学習
値を初期化」
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故障かな？と思ったら

症状
電源が入らない

テレビが映らない
（NV-XYZ77のみ）

画面がつぶれる、流れる、色
がつかない

画面に線、斑点状のノイズが
現れる

テレビやビデオ、音楽など、
ナビゲーション以外の音声に
雑音が入る

FM VICSやテレビが受信しづ
らい

原因および処置

• 電源コードが正しく接続されていない。→「拡張ステーションを取
り付ける」（24ページ）を参照し、接続を確認してください。

• 各コネクターが確実に差し込まれていない。→接続ポイントをすべ
て確認してください。

• ヒューズが切れている。→新しいヒューズと交換してください。
ヒューズが切れた原因が不明な場合は、お買い上げ店にご相談くだ
さい。

• XYZ本体の POWERボタンを長押しして電源を切った。→
POWERボタンを押す。POWERボタンを長押しして電源を切っ
た場合には、POWERボタンを押して電源を入れる必要があります。

• TVアンテナのアンテナ入力ケーブルとアンテナアンプユニットが
接続されていない。→「TVアンテナを取り付ける」（28ページ）
を参照し、アンテナ入力ケーブルとアンテナアンプユニットを接続
してください。

• TVアンテナのアンプユニットと拡張ステーションが接続されてい
ない。→「TVアンテナを取り付ける」（28ページ）を参照し、ア
ンプユニットの接続コードを接続してください。

• 若草色コードと車両側のパーキングブレーキスイッチコードが接続
されていない。→接続してください。

• 各コネクターが確実に差し込まれていない。→接続ポイントをすべ
て確認してください。

• 接続コード、TV/FMアンテナアンプユニットからのコード、電源
コードなどの各コードは、できるだけ離して取り付け、配置してく
ださい。

• FMトランスミッター用アンテナコードやシガーライタープラグ付
き電源コードなどの各コードは、できるだけ離して取り付け、設置
してください。

• FMトランスミッター用アンテナには指向性があります。配線を変
更して確認してください。

• 周辺地域のラジオ放送の周波数と重なって、その影響を受けること
があります。違う周波数に再設定して確認してください。

→ TV/FM-VICSのタグの付いたアンテナ入力ケーブルが、TV/FMア
ンテナアンプユニットの TV/FM VICS端子に接続されているか確
認してください。違う端子に接続されていると、FM VICSの受
信がしづらくなります。

→ フィルムアンテナのアンテナ入力ケーブルのアース端子が、正し
く取り付けられているかを確認してください。正しく取り付けら
れていないと、FM VICSの受信感度が著しく低下します。

→ 車種によっては、電波を通さないガラスを使用している場合があ
ります。（28ページ参照）詳しくは、お買い上げの販売店にご相
談ください。
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症状

GPSを受信しない。
（自車位置が動かない。）

自車位置がずれる。

原因および処置

GPSアンテナが正しく接続されているか確認してください。
GPS受信状態を確認するには：APPLIボタン→「ナビゲーション」
→ MENUボタン→「ナビの設定をする」→「GPS受信状況を確
認する」

• XYZ 本体のリセットボタンを押してください。→GPSのアンテナ
端子が確実に接続されているか確認してください。

• 室内にGPSアンテナを取り付けている場合
－  必ず付属のGPSアンテナ取付板をご使用ください。
－ 車種により、GPS衛星からの電波を通さないガラスを使用して
いる場合がある。GPSアンテナを車外に取り付けてください。

－ ガラスの電熱線やワイパーなどで、電波が遮られている場合が
ある。GPSアンテナの取り付け位置を変えてみてください。

－ GPSアンテナを車外に出して、受信できるか確認してください。
GPSアンテナを車外に出して受信できた場合は、GPSアンテ
ナの設置場所を変えてみてください。

• 地下駐車場やビルの谷間などでは、GPS衛星の電波がさえぎられ
て受信できない。見通し良い場所に移動して再確認してください。

• GPS衛星からの電波の誤差が大きい（GPS衛星からの電波は、最悪時で数
百メートルの誤差があります）。拡張ステーションを接続していない場合、
自車が停止中であっても、現在位置や方向がずれてしまうことがあります。

• 自律航法の学習が終了していない。取り付け直後は学習が完了していない
ため、誤差が大きくなることがあります（しばらく走行すると正しい測位を
します）。

• 自律航法の学習結果に誤差が生じている。リセットボタンを押して、もう一
度、学習を行ってください（詳しくは37ページをご覧ください）。

• 取り付けが正しく行われていないため自律航法 /マップマッチングの誤差が
生じています。

自車位置を正しく表示するには、本機を正しく取り付けることが重要です。本
書「取り付けと接続」に従い、正しく取り付けられているか確認してください。
正しく取り付けられていないと、自車位置がずれることがあります。
－  車速センサーコードやGPSアンテナが正しく確実に接続されているか
確認してください。

 接続状態を確認するには：APPLIボタン→「ナビゲーション」→
MENUボタン→「ナビの設定をする」→「接続情報を確認する」

－  車速センサーコードを接続している場合は、必ずバックランプの電源
コードへの接続も行ってください。接続しないと、自車位置がバック
時に前進表示され、ずれてしまいます。

－  拡張ステーションは必ず水平５度以内にしっかり取り付けてください。
－  GPSアンテナは、XYZ本体やビーコンユニット、レーダー探知機、携
帯電話から離して設置してください。近づけて設置すると、GPSの受
信状態が不安定になることがあります。

• GPSアンテナをGPS衛星からの電波を遮る障害物のない位置に設置して、
GPSアンテナの受信状態を確認してください。

 GPSの受信状況を確認するには：APPLIボタン→「ナビゲーション」→
MENUボタン→「ナビの設定をする」→「GPS受信状況を確認する」

• 拡張ステーションごと別の車に載せ替えたり、タイヤを交換した場合には、
自律航法の学習値を初期化してください。

 初期化するには：APPLIボタン→「ナビゲーション」→MENUボタン→「ナ
ビの設定をする」→「車種を設定する」→「自律航法の学習値を初期化」
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24時間
お手元の FAXで
資料が取り出せます

ソニー FAXインフォメーションサービスのご案内（FAX付電話でご利用になれます）

カーフィッティング FAXサービス　
車輌メーカー、車種・車輌形式別のカーオーディオ部の取り外し方法、
各種センサー位置等の資料
• インデックスの入手／ 03-3552-7209 車輌メーカー別の BOX番号を受信
• 資料請求／ 03-3552-7488 アナウンスに従いご希望の車種の該当 BOX番
号を入力してください。

• ソニー FAXインフォメーションサービスをご利用の際のインデックス入手料・資料請求は通話料のみ
お客様のご負担となります。また FAXの機能によっては受信できない場合があります。

• FAXサービスのメンテナンス日は　毎月第 2木曜日　午前 8：00～午後 11：00となっております。
ご迷惑をおかけしますが、当日前記時間帯は資料を取り出すことはできません。ご了承ください。

 （第 2木曜日が祭日の場合は前日の水曜日をメンテナンス日とさせていただきます。）

正しい取り付け
正しい操作で
安全運転

• 主なはんだ付けに無鉛はんだを使用しています。
• 包装用緩衝材に発泡スチロールを使用していま
せん。

• 外箱の表層に100%雑誌古紙を使用しています。
• 主なプリント配線板にハロゲン系難燃材を使用
していません。

• この説明書は 100%古紙再生紙と VOC（揮発
性有機化合物）ゼロ植物油型インキを使用して
います。
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